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環境騒音・振動測定士 

資格試験のご案内 

試験の特徴 

測定分析と騒音・振動測定 
～プロフェッショナルの資格～ 

一般社団法人 日本環境測定分析協会 

試験スケジュール概要 

●環境測定分析士３級試験 

 募集 毎年4月上旬～5月中旬 

 筆記試験 毎年6月中旬 

●環境測定分析士２級試験 

 募集 毎年7月上旬～8月下旬 

 筆記試験 毎年10月中旬 

 ウェブ面接試験 毎年翌年1月下旬 

●環境測定分析士１級試験※ 

 募集 隔年7月上旬～8月下旬 

 筆記試験 隔年10月中旬 

 ウェブ面接試験 隔年翌年1月下旬 

●環境騒音・振動測定士初級試験 

 募集 毎年4月上旬～5月中旬 

 筆記試験 毎年6月中旬 

●環境騒音・振動測定士上級試験※ 

 募集 隔年7月上旬～8月下旬 

 筆記試験 隔年10月中旬 

 実技・面接試験 隔年翌年2月上旬 
 

※ 西暦奇数年度：環境測定分析士１級試験実施 

  西暦偶数年度：環境騒音・振動測定士上級試験実施  

●環境測定分析士３級試験 

●環境騒音・振動測定士初級試験 

 学生も受けやすい環境測定分野入門編の試験 

 興味のある方はどなたでも受験できます 

●環境測定分析士２級試験 

●環境測定分析士１級試験 

●環境騒音・振動測定士上級試験 

 環境測定分析プロフェッショナルのための試験 

 実務経験必須、筆記だけでなく実技試験も実施 

一般社団法人 日本環境測定分析協会 

環境測定分析士資格認定試験事務局 

一般社団法人 日本環境測定分析協会 

〒134-0084 東京都江戸川区東葛西２－３－４ 

TEL 03-3878-2811 
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環境測定分析士 検索 

https://www.jemca.or.jp/ 



 大気汚染物質，水質汚濁物質や騒音等の測定分析の業務

は，環境への負荷の大きさを把握し，環境への負荷軽減と

環境保全の効果を評価するために必要不可欠なものであ

り，地球環境保全と国民の「安全・安心」の確保に大きく

寄与しています。 

 そのため，環境測定分析には的確さと高い信頼性が求め

られています。その現場で実際に活躍している方の能力と

技術力を評価するのが，「環境測定分析士」試験です。 

現場技術者のチャレンジをお待ちしています。 

資格認定の目的 

資格取得のメリット 

 環境測定分析士試験は，2006年の開始以来，合格者が

5,300名を超えました。すでに大阪府や鳥取県では入札の

際に必要な業務責任者等の資格として，環境計量士（濃

度），技術士（環境部門等）と並んで環境測定分析士を挙

げています。これから更に，資格取得のメリットの増加が

期待できます。 

 また，３級試験は環境測定分析業界への就職を考えてい

る方には大きなプラスとなるでしょう。 

試験の種類と受験資格 試験方法等 

環境測定分析士等の合格者実績 

受験料 

資格登録について 

(1)環境測定分析士３級試験 

 環境測定分析業務に従事又は環境測定分析に関心のある方 

(2)環境測定分析士２級試験 

 実務経験３年以上かつ環境測定分析士３級試験合格者もし

くは指定資格登録者等、所属機関代表者からの推薦者 

(3)環境測定分析士１級試験 

 実務経験５年以上かつ環境測定分析士２級登録者もしくは 

所属機関代表者からの推薦者 

(4)環境騒音・振動測定士初級試験 

 環境騒音・振動測定業務に従事又は環境騒音・振動測定に

関心のある方 

(5)環境騒音・振動測定士上級試験 

 実務経験３年以上かつ環境騒音・振動測定士初級試験合格

者、指定資格登録者、所属機関代表者からの推薦者 

 環境測定分析士３級試験 一般 7,000円  

 環境騒音・振動測定士初級試験 学生 4,000円 

 環境測定分析士２級試験  15,000円 

 環境騒音・振動測定士上級試験  15,000円 

 環境測定分析士１級試験  20,000円  

 環境測定分析士３級 4,067名（6,878名） 

 環境測定分析士２級    567名（ 989名） 

 環境測定分析士１級    52名（  107名） 

 環境騒音・振動測定士初級   605名（  937名） 

 環境騒音・振動測定士上級    26名（   40名） 

 合格者合計 5,317名（8,951名） 

※（ ）内は受験者数を示す      2024年3月現在 

(1)筆記試験の方法 

 ①試験科目と内容 

  ３級試験：四択問題30問 

  ２級試験：四択問題20問及び記述問題8問から4問選択 

  １級試験：記述問題8問から4問選択 

  初級試験：四択問題30問 

  上級試験：四択問題20問及び記述問題6問から4問選択 

 ②１級及び２級の専門分野 

  第１分野（一般項目）   生活環境項目等 

  第２分野（金属類）    金属等 

  第３分野（有機物類）   農薬，油中ＰＣＢ等 

  第４分野（極微量物質類） 極微量物質類等 

 ③参考書 

  当協会ホームページをご覧ください 

(2)実技試験方法 

 ①１級，２級試験受験者は筆記試験日に実技試料を受け

取り，各事業所（各試験所）において，試験試料を自

ら分析して報告する 

 ②上級試験受験者は測定に必要な機材を持ち込み，測定

して報告書を作成する 

(3)面接試験時間 

 ①２級試験 15分間 

 ②１級試験 45分間 

 ③上級試験 20分間   

環境測定分析士1級，2級，環境騒音・振動測定士上級試験

合格後の登録について 

(1)上記試験に合格された方が，環境測定分析士１級，2級

及び環境騒音・振動測定士上級になるには，当協会への

登録が必要です 

(2)登録に関する手続き方法は，当協会ホームページをご

覧ください 


